
第７回大島運営協議会メモ 

 

１ 日 時 平成２５年３月２８日（木）１３：３０～１３：５２ 

 

２ 場 所 大島町役場１階 開発総合センター大会議室 

 

３ 出席者 大島町住民代表委員９名 

      大島町代表委員  ３名（委員全員） 

      島嶼一組     ３名（委員全員） 

 

４ 内 容 

  司会が開会を宣言し、事務局長挨拶、委員紹介、座長選出の後、座長の進行により議

事に入る。 

  事務局から⑴焼却灰の受入実績（３月、大島町４１ｔ、新島村１０ｔ、神津島村１７

ｔ、計６８ｔ、２４年度合計１，１３６ｔ）、⑵見学会の実施、⑶水質検査結果を資料に

基づき説明の後、質疑に入る。 

  資料の訂正：ｐ８、放流水７月１２日 誤）０．００４８を 正）０．０００４８ 

 

主な質疑 

Ｑ 住民代表の委員について、利島などの他島の住民を委員としないのか。数字を見ても

理解できないので、学識経験者を委員としないのか。 

Ａ 運営協議会は、処分場を設置している大島町の住民に現状を理解してもらうとともに、

意見を聞く場として設置しているので、他島の住民を委員とすることは考えていない。 

  島嶼町村職員に対しては、年２回会議を開催して報告している。 

  廃掃法の改正により、ホームページで搬入量、水質検査結果などを公表している。 

  処分場で飼っている金魚は運営協議会の場で意見があったので、飼うこととした。 

 

Ｑ 大島町の住民の中で知見がある人がいたら委員とするのか。 

Ａ 住民代表は９名以内としているが、知見のある人が委員になってくれるなら委員数を

増やすことも可能である。柔軟に対応する。 

 

Ｑ 見学会、工夫が必要ではないのか。 

Ａ 循環型施設が完成したら、循環型施設と処分場の組合せなど工夫をする。 

 

  座長、閉会を宣言し、運営協議会は終了する。 

 


